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沖縄本島における人・物の流動について①
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本島における野菜の出荷量（H18地域別） 本島における果樹の出荷量（H18地域別）



北部圏域

出荷量
151,446千本

出荷量
75,300千本

中部圏域

南部圏域

出荷量
113,200千本

出典：平成18年産 園芸・工芸農作物市町村別統計書

（内閣府沖縄総合事務局農林水産部）
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沖縄本島における人・物の流動について②
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本島におけるさとうきびの収穫量（H18地域別） 本島における花卉の出荷量（H18地域別）
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製造業事業所数

西原町

南風原町 与那原町

出典：平成21年経済センサス基礎調査
（総務省統計局）

宜野湾市

本島における製造業の事業所分布

沖縄本島における人・物の流動について③
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沖縄市

豊見城市

北谷町

北中城村

出典：平成21年経済センサス基礎調査
（総務省統計局）

沖縄本島における人・物の流動について④

本島における運輸業・郵便業の事業所分布

5

運輸業・郵便業事業所数
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（単位：トン/日）
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（単位：千台/日）

本島内の交通物流の状況①

平成２２年 地域間貨物流動（全貨物計） 平成２２年 地域間OD（貨物車）

出典：平成22年度物流センサス 出典：平成22年度道路交通センサス
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北部

中部

南部

28
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28
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（単位：千台／日）

本島内の交通物流の状況②

平成２２年 地域間OD（貨物車以外） 平成２２年 地域間OD（全車種計）

22

5

23

6

107

106

（単位：千台/日）

北部

中部

南部

出典：平成22年度道路交通センサス
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出典：平成22年度道路交通センサス

・那覇港は、沖縄県の物流の中心的な拠点港湾として沖縄県の経済社会活動を支えている。
・外貿貨物に比べ、内貿貨物がほとんどの貨物量（約８８％）を占めている。
・輸入・輸出は、取り合せ品[米軍関係]が占める割合が多く、移入は、取り合せ品、完成自動車等、移出は、その他輸送
機械（空ｼｬｰｼ[本土向け]）、取り合せ品[県内離島向け]が多くなっている。

那覇港の取扱貨物量

＜参考＞

那覇空港の取扱貨物量（２０１０年） 出典：空港管理状況調書

外貿 内貿

輸出 7.2万トン 輸入 7.8万トン 移出 9.8万トン 移入 12.7万トン

15.0万トン 22.6万トン

那覇港と那覇空港の取扱貨物量の内、那覇港が占める割合は９６．４％

外貿

取扱貨物の品目内訳（2010年）（公共貨物のみ）

出典：国土交通省港湾局調べ

内貿

移出
284万トン

移入
600万トン

輸出
34万トン

輸入
86万トン
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沖縄における社会資本整備の基本方針

沖縄総合事務局開発建設部では、「平和で安らぎと活力ある沖縄県の実現」を目指して、
以下の4つの重点戦略に基づく事業を、効果的かつ効率的に展開します。

社会資本整備
重点計画
（H15～H19）

社会資本整備社会資本整備
重点計画重点計画
（（HH1515～～HH1919））

社会資本整備
重点計画
（H20～H24）

社会資本整備
重点計画
（H20～H24）

21世紀の国土の
グランドデザイン
（H9閣議決定）

2121世紀の国土の世紀の国土の

グランドデザイングランドデザイン
（（H9H9閣議決定）閣議決定）

国土形成計画
（H20全国計画策定）
国土形成計画

（H20全国計画策定）

全国的な計画全国的な計画

特性を踏まえた沖縄ブロックにおける整備計
画

平和で安らぎと活力のある沖縄県の実現

沖縄ブロックの社会資本整備に係る地域の将来の姿沖縄ブロックの社会資本整備に係る地域の将来の姿沖縄ブロックの社会資本整備に係る地域の将来の姿

自立型経済自立型経済

第2次
(H20～H24)

自立型経済の構築と持続的発展を支える基盤づくり

安全・安心な生活の確保と災害に強い県土づくり

沖縄特有の豊かな自然環境の保全・創造と安らぎのある地域づくり

地域との協働と新たな取り組み協働協働

安全・安心安全・安心

くらし・環境くらし・環境

沖縄における全体計画沖縄における全体計画

沖縄振興計画
・計画期間；H14～H23
・分野別計画；H20～H23
・後期展望；H19～H23

沖縄振興計画
・計画期間；H14～H23
・分野別計画；H20～H23
・後期展望；H19～H23

将来像・目標達成のための具体的方策将来像・目標達成のための具体的方策

新たな振興計画
・計画期間；H24～H33

新たな振興計画
・計画期間；H24～H33
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沖縄における道路事業

○陸上交通は専ら道路に依存（交通手段の約86％は自家用乗用車。全国では約66%を自動車が、約25%を鉄道が分担）

○道路延長は人口比・自動車台数比で全国平均の約６割

○自動車保有台数は全国を大幅に上回る伸び

●道路をとりまく状況①
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昭和50＝100とした場合の伸び

全国

沖縄県 昭和50年 約２５万台

沖縄県 平成２３年 約１０１万台

（約４．０倍）

全国 昭和50年 約２８００万台

全国 平成２３年 約７９２４万台

（約２．８倍）
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9.8

0.0
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0.3

0.6

1.5

3.2

2.3

4.8

65.5

85.7

0.1
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0.1
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JR計 民鉄計 乗合バス
貸切バス 自家用バス 営業用乗用車
自家用乗用車 旅客船 航空

約８６％が自動車依存

図 交通手段分担率

出展： 国土交通量旅客地域流動調査（H20）より 資料：沖縄県，自動車検査登録協力会（軽自動車，二輪車を含む）

図 沖縄県自動車保有台数の推移（全国との比較）
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沖縄における道路事業

○沖縄県の総ﾄﾘｯﾌﾟ※の約85%が中南部地区に集中(※総ﾄﾘｯﾌﾟ：1日当たりの総移動数）

○沖縄県の混雑時旅行速度は全国：35.1km/hに対し、27.3km/hと低い状況

特に那覇市は12.9km/hと20km以上の格差がある

事項 沖縄 全国
格差

(全国＝100)

人口当たり道路延長（ｍ／千人） 5,771 9,473 60.9

自動車１台当たり道路延長（ｍ／台） 8.8 16.1 54.7

○人口当たり道路延長（m/千人）、自動車１台当たり道路延長（m/台）においては全国の6割程度
（道路統計年報（2010））

（H22道路交通センサスより）

35.1 

27.3 

16.0 

12.9 

0.0 
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10.0 
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25.0 

30.0 

35.0 

40.0 

全国 沖縄県 那覇都市圏 那覇市

混雑時旅行速度(平日・DID内)

R58号 那覇市前島付近 R58号 那覇市上之屋付近

●道路をとりまく状況②
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『ハシゴ道路ネットワーク』の整備

＜幹線道路ネットワークの構築＞

■南北を走る強固な「３本の柱」

■柱を支える「東西連絡道路」

■高速道路を使いやすくする「インターチェンジ」

ハシゴ道路ネットワーク

沖縄自動車道

東西連絡道路

Page.10 

0

■環状・放射道路を整備することにより、交通経
路の分散を図り、スムーズな交通の流れを促す

『２環状７放射道路』の整備

２環状７放射道路

＜那覇都市圏の交通円滑化＞

沖縄における道路事業の展開

13

ハシゴ道路整備の展開イメージ

『ハシゴ道路』の４つの要素

14



名護市

沖縄市

南城市

八重瀬町

中城村

北中城村

うるま市

読谷村

恩納村

金武町

宜野座村

本部町

今帰仁村 大宜味村

東村

国頭村

糸満市

那覇市

宜野湾市

浦添市

豊見城市

嘉手納町

北谷町

西原町

南風原町

与那原町

本部港
＜北部地域の物流等の拠点＞

金武湾港
＜エネルギーの拠点＞

中城湾港
＜東海岸地域の活性化を図る産業支援港湾＞
（新港地区においては流通加工港湾を整備）

＜リサイクルポート＞

那覇港
＜沖縄の生活・産業・観光を支える拠点港湾＞

＜国際流通拠点港湾＞

那覇空港
＜国内外を結ぶ空のゲートウェイ＞

本島における港湾・空港の位置付け
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0, 0%

54,237
, 100%

10,713
, 18%

47,466
, 82%

11,495
, 22%

40,962
, 78%

供用1ヶ月後 供用半年後供用前

国道58号
明治橋断面

臨港道路
空港線
断面

（臨港道路空港線および国道58号明治橋断面の交通量（台／昼間12時間） ）

空港線供用前後における臨港道路空港線及び国道５８号の交通量

那覇西道路・臨港道路空港線供用効果

※供用前：7月13日（水） 7時～19時計測値
供用後：9月28日（水） 7時～19時計測値

国道331号明治橋交差点・奥武山→浦添向けの渋滞状況

0 5 0 0 1 0 0 0 1 5 0 0 2 0 0 0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0 分 3 分 6 分 9 分 1 2 分

05 0 01 0 0 01 5 0 02 0 0 0
7 :0 0
7 :3 0
8 :0 0
8 :3 0
9 :0 0
9 :3 0
1 0 :0
1 0 :3
1 1 :0
1 1 :3
1 2 :0
1 2 :3
1 3 :0
1 3 :3
1 4 :0
1 4 :3
1 5 :0
1 5 :3
1 6 :0
1 6 :3
1 7 :0
1 7 :3
1 8 :0
1 8 :3

0 分3 分6 分9 分1 2 分

7 :0 0
7 :3 0
8 :0 0
8 :3 0
9 :0 0
9 :3 0
1 0 :0 0
1 0 :3 0
1 1 :0 0
1 1 :3 0
1 2 :0 0
1 2 :3 0
1 3 :0 0
1 3 :3 0
1 4 :0 0
1 4 :3 0
1 5 :0 0
1 5 :3 0
1 6 :0 0
1 6 :3 0
1 7 :0 0
1 7 :3 0
1 8 :0 0
1 8 :3 0

供用前 供用後

滞留長・渋滞長（m） 滞留長・渋滞長（m）

通過時間（分） 通過時間（分）

滞留長

渋滞長

通過時間

■滞留長：赤信号の間に
停止する車両の末尾ま
での長さ

■渋滞長：1回の青信号で
通過できず、青から赤に
変わったときに残った車
列の長さ

最大通過時間：7分
最大滞留長：650m

最大通過時間：12分
最大滞留長：1,400m

供用後は1日を通して2
回以上の信号待ちはほ
とんどなく、夕方6時台
にのみ渋滞が発生

供用前は朝・日
中・夕方と、1日を
通して頻繁に渋滞
が発生

おうのやま
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名護東道路の２車線供用（暫定伊差川IC～世冨慶IC）の効果

開通直前：平成24年3月14日(水)

開通直後：平成24年4月11日(水)

開通直前：平成24年3月18日(日)

開通直後：平成24年4月15日(日)

平日： 休日：

440

200

120

250

300

250

110
130

0

100

200

300

400

500

白銀橋(東)（南向け）
国道58号

世冨慶（北向け）
国道58号

白銀橋(東)（南向け）
国道58号

世冨慶（北向け）
国道58号

最
大
滞
留
長
（

ｍ
）

(平日) (休日)

120ｍ減少
190ｍ減少

320ｍ減少

50ｍ増加

注）グラフ中の数値は昼12時間の最大滞留長（ｍ） [ ]は最大滞留長出現時間

[17時台][ 8時台] [ 8時台][18時台] [16時台][15時台] [15時台][11時台]

33

10

28

8
5

28

8
6

25

6

0

10

20

30

40

伊差川IC
名護東道路

城一丁目
国道58号

城十字路
名護宜野座線

伊差川IC
名護東道路

城一丁目
国道58号

城十字路
名護宜野座線

断
面
交
通
量
（

千
台
）

6,2 38

3 2,6 57

28 ,2 48

9, 717 8 ,4 92

2 7, 60 1
2 5,4 94

7 ,9 43
4 ,71 6 5,5 64

(平日 ) (休日 )
14%減少

13%減少

8%減少

21%減少

注）グラフ中の数値は昼12時間交通量（台）

名護市中心部の交通量の変化

名護東道路

国道58号

名護宜野座線

城一丁目交差点

城十字路交差点

開通前の走行ルート(名護宜野座線)

開通前の走行ルート(国道58号)

開通後の新たな走行ルート(名護東道路)

交通量調査断面

交通量
が転換

伊差川IC交差点

白銀橋（東）交差点

世冨慶交差点
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国道58号線の渋滞長の変化



豊見城・糸満道路全線供用（暫定）の効果

断面交通量箇所

位置図

平

日

注）グラフ中の数値は昼12時間交通量（台）

【平日調査日】
供用前：平成23年9月29日（木）
供用後：平成24年4月24日（火）

糸満道路の交通量の変化

平日の糸満ロータリーの通過時間

151 秒

23  秒

130 秒

35  秒

0

20

40

60

80

100

120

140

160

朝ピーク 夕ピーク

供用前 供用後

平

日

注）グラフ中の数値は、朝・夕ピーク時間帯のそれぞれの通過時間（秒）

朝：7:00～10:00，夕：16:00～19:00

73%短縮

85%短縮

那覇空港～ひめゆりの塔までの所要時間

【調査日】
供用前：Ｈ２２センサスより
供用後：平成24年4月24日（火）

31分

38分
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19

目 次

１. 沖縄本島における人・物の流動

２. 沖縄における交通インフラ整備の方針

３. 道路整備による効果（最近の事例）

４. 今後の交通インフラ整備の展開

20



浦添市

那覇市

西原町

豊見城市

糸満市

南風原町
与那原町

南城市

八重瀬町那覇空港自動車道 Ｌ＝約18km

豊見城東道路

L=6.2km

南風原南IC

豊見城IC

豊見城・名嘉地IC

(仮称)瀬長IC

那覇空港IC

南風原北IC

那覇IC

西原ＪＣＴ

小
禄
道
路
L=5.7km

南風原道路

L=5.9km

豊見城東道路

一般国道（事業箇所）

高速自動車国道等

一般国道（指定区間）

一般国道（指定区間外）

主要地方道

凡例

○那覇空港と沖縄自動車道を連絡する延長約１８kmの高規格幹線道路

○沖縄自動車道と一体となって、那覇空港との定時性、高速性を確保

○那覇市内の通過交通が転換されることにより、交通混雑の緩和に寄与

高規格幹線道路 那覇空港自動車道の整備
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石川ＩＣ

沖縄北ＩＣ

沖縄南ＩＣ

北中城ＩＣ

南風原北ＩＣ

西原JCT
那覇ＩＣ

西原ＩＣ

南風原南ＩＣ

豊見城ＩＣ

豊見城・名嘉地ＩＣ

瀬長IＣ

那覇空港ＩＣ

豊見城市

糸満市

南城市

那覇市

浦添市

南風原町

与那原町

西原町

中城村 北中城村

宜野湾市

北谷町
沖縄市

うるま市

読谷村 恩納村

嘉手納町

西海岸道路（事業中・供用中）
西海岸道路（調査中）
沖縄自動車道
那覇空港自動車道
一般国道
その他幹線道路

地域高規格道路・沖縄西海岸道路の整備

○読谷村から糸満市に至る延長約５０ｋｍの地域高規格道路

○那覇空港自動車道・那覇空港・那覇港等の広域交通拠点を相互に連絡

○中南部の産業拠点・恩納村のリゾート地区と空港等を連絡することにより、
観光振興、地域の活性化等の地域振興を支援
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名護市

沖縄市

読谷道路

名護東道路

恩納バイパス恩納南バイパス

宜野座改良

金武バイパス

うるま市

嘉手納町

読谷村

恩納村

金武町

宜野座村

本部町

今帰仁村 大宜味村

名護市伊差川～世冨慶

L=4.2km

名護市世冨慶～数久田

L=2.6km

読谷村座喜味～喜名

L=1.5km

読谷村大木～古堅

L=1.3km

（H14 暫定側道供用済）

金武町字金武源原～金武島兼原

L=2.6km

金武町字金武前原～金武浜田原

L=1.0km

宜野座村字宜野座～惣慶

L=1.1km

宜野座村字惣慶～漢那

L=1.6km

金武町字金武浜田原～金武浜田

L=1.2km

恩納村字瀬良垣～南恩納

交差点改良
恩納村字瀬良垣～南恩納

L=5.6km  

読谷村喜名～大木

L=1.2km

金武町字中川

恩納村字南恩納地内

恩納村字南恩納～谷茶

L=2.0km

凡 例

事業中

供用済

読谷村親志～座喜味

L=2.0km

嘉手納バイパス

北部地域における幹線道路の整備

凡 例

事業中

供用済
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那覇港における高度物流施設の整備、港湾機能サービスの充実

・那覇港管理組合は、沖縄振興一括交付金（ソフト事業）により、平成２４年度総合物流センター整備に向けた具体
的検討を開始。
・那覇港管理組合は、港湾機能サービスの充実、高機能物流支援施設の整備のため、沖縄振興特別推進交付金
（沖縄振興一括交付金[ソフト事業]）により、ガントリークレーン２基増設、およびリーファープラグの増設を予定。
【 ガントリークレーン ： 2基→4基 】
【 リーファープラグ ： 60口→100口 】

リーファープラグガントリークレーン ガントリークレーンの2基増設、リー
ファー電源の増設を予定

那覇港コンテナターミナル

総合物流センター予定
地

24



中城湾港新港地区国際物流ターミナルの早期整備

○沖縄本島東海岸地域の活性化を図るため、新港地区において産業支援港湾としての
整備の一環として１１ｍの水深を有する国際物流ターミナルの早期整備を図る。

泡瀬地区

新港地区

泡瀬土砂処分場

泊地(-11.0m)

中城湾港 岸壁(-11.0m)
特別自由貿易地域

定期船就航実証実験
【概要】
中城湾港新港地区への定期船就航に向け、平成23年11月21日より
実証実験を開始する。この実証実験は中城湾港の利用による輸送
コストの低減、時間短縮効果及び関係者の課題の把握とその対策
を検証し、中城湾港の利用による背後立地企業の活性化を目的と
する。
【事業主体】沖縄県（港湾管理者）
【事業期間】平成22年度～平成24年度
【事業の実績】実験前 平均226㌧／月 → 1023㌧／月

（H23.11～H24.9）

中城湾港
毎週（月曜日）

着
毎週（月曜日）

発

那覇港
毎週（月曜日）着
毎週（月曜日）発

志布志港
毎週（水曜日）着
毎週（金曜日）発

鹿児島港
毎週（土曜日）着
毎週（土曜日）発

実験航路（１便/週）

運航船社 南日本汽船株式会社

全長 約75m

総トン数 499GT

積載重量 約1600トン

実験船の概要
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【滑走路】
延長：２７００ｍ
（現滑走路から１３１０ｍ沖合）
【滑走路処理容量】
発着回数１８．５万回／年
（現在：１３．５万回／年）
【公有水面の埋立面積】
約１６０ha
【総事業費】
約１９００億円
【工期】
約７年

環境アセスメント平成20年度

構想段階
（将来対応策を
作成）

平成21年度

施設計画段階
（具体的な施設
計画）

平成23年度

環境現況調査
環境影響予測

平成24年度

保全措置検討
準備書作成

平成25年度

評価書作成

平成22年度

方法書作成
環境現況調査

那覇空港滑走路増設事業

＜参考＞
●沖縄振興基本方針（平成24年5月11日）
「適切な財源の確保を前提とした第二滑走路の整備を図る」
●沖縄振興計画（沖縄県、平成24年5月15日）
「那覇空港の滑走路増設等については、早期実現に向けて諸課題に取り組む」
●沖縄復帰40周年記念式典（平成24年5月15日）総理大臣式辞
「那覇空港の第二滑走路について、平成25年度予算編成過程で財源の検討を行って早急に整備を推進」
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